
令和５年度第１回財政援助団体等監査 

 

監査の種類  地方自治法第 199 条第７項の規定による監査 

監査の対象  施 設 名：福生市福祉センター 

指定管理者：社会福祉法人 福生市社会福祉協議会  

所 管 部 課：福祉保健部 介護福祉課 

監査の範囲   令和４年度（令和４年４月１日から令和５年３月 31 日まで）に執行 

された福祉センター施設指定管理委託、老人福祉センター事業指定 

管理委託に関する事業について 
監査の期間  令和５年 12 月１日から令和６年２月 22日まで 

監 査 委 員  平田 敬太郎 ・ 清水 義朋 

 

【指摘事項】 

指摘事項 改善等措置 

【所管課】 

（１）報告書の一本化について 

 基本協定書第 31 条（事業報告書の提出及び

戻入の期限）には、毎年度及び毎月末ごとに年

度報告、月例報告について必要事項を記載した

事業報告書を提出し、承認を得なければならな

いと記載がある。実際に提出された福生市福祉

センター指定管理業務実績報告書及び月例事

業報告書を確認したところ、表紙は異なるもの

の、添付されている文書は同内容のものであっ

た。事務の効率化及び用紙の使用量削減のため

にも、提出書類を一本化するよう検討された

い。 

【所管課】 

本指摘のとおり、事務の効率化及び用紙の使

用量削減の観点から、令和６年度報告分より、

月例事業報告書と実績報告書を統一すること

を指定管理者と合意しました。 

                      

【指定管理者】 

（２）令和４年度 事業報告書決算報告書につ

いて 

福祉センター施設指定管理委託、老人福祉セ

ンター事業指定管理委託の資金収支計算書内、

その他の活動による収支の箇所において、「事

業区分間」「拠点区分間」「サービス区分間」

という内部取引の記載が残ったままの状態で

掲載されていた。内部取引については、法人全

体の決算書には載せないというルールになっ

ているが、前年度以前の決算報告書にも記載が

残った状態であった。決算報告書を作成する際

には、勘定科目の記載内容を、再度慎重に確認

【指定管理者】 

令和５年度決算報告書より、内部取引の記載

については、法令を遵守した対応を図って参り

ます。 



されたい。 

 

【意見・要望等】 

意見・要望等 改善等措置 

【指定管理者】 

（１）災害及び危機管理対応職員マニュアルに

ついて 

 震災時対応、風水害（気象災害）対応、火災

対応、危機管理対応と章立てて作成されている

が、マニュアルの作成時期及び改定履歴の記載

が無く、それらを確認することができなかっ

た。担当に確認を行ったところ、当初のものは

平成 21 年５月に作成され、令和元年 10 月の台

風 19 号を受けて令和２年１月に改定されたと

の事であった。最近の災害の事象を反映させて

いることは確認できたが、マニュアル自体には

その旨の記載が見受けられないため、作成日及

び改定の履歴を記載されるよう要望する。 

【指定管理者】 

 改定した際は、起案者が決裁完了後に 必ず

作成日及び改定の履歴を記載するように職員

全員で確認しました。今後記載漏れがないよう

徹底します。 

 


